
各種設定項目の保存場所
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項目

「ウィンドウ／プロファイル／カスタマイズ」コマンド
　　「ショートカット」タブ

プロファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*5 *6

MicroGDS終了時（自動保存）
パーソナルの「現在の設定.mprofile」に自動保存。
または、
明示的に保存
「ウィンドウ／プロファイル／名前を付けて保存」コマンド

「ウィンドウ／プロファイル／カスタマイズ」コマンド
　　「表示ボタン」タブ

MicroGDS終了時（自動保存）
パーソナルの「現在の設定.mprofile」に自動保存。
または、
明示的に保存
「ウィンドウ／プロファイル／名前を付けて保存」コマンド

「ウィンドウ／プロファイル／カスタマイズ」コマンド
　　「ステータスバー」タブ

プロファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*5 *6

MicroGDS終了時（自動保存）
パーソナルの「現在の設定.mprofile」に自動保存。
または、
明示的に保存
「ウィンドウ／プロファイル／名前を付けて保存」コマンド

プロファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*5 *6

MicroGDS終了時（自動保存）
パーソナルの「現在の設定.mprofile」に自動保存。
または、
明示的に保存
「ウィンドウ／プロファイル／名前を付けて保存」コマンド

「ウィンドウ／プロファイル／カスタマイズ」コマンド
　　「メニュー」タブ→「右ボタンメニュー」

プロファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*5 *6

・メニューバーの設定
「ウィンドウ／プロファイル／カスタマイズ」コマンド
　　「メニュー」タブ→「メインメニュー」

設定ファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*7 *8

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　　「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド終了時
　　「全般」→「カスタムコマンド定義」

MicroGDS終了時（自動保存）
パーソナルの「現在の設定.mprofile」に自動保存。
または、
明示的に保存
「ウィンドウ／プロファイル／名前を付けて保存」コマンド

「ウィンドウ／プロファイル／カスタマイズ」コマンド
　　「ツールバー」タブ、「コマンド」タブ、「フライアウト」タブ
明示的に保存したツールバーの設定は、「ウィンドウ／プロファイル／選択」コマンドで呼び出す。

プロファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*5 *6

MicroGDS終了時（自動保存）
パーソナルの「現在の設定.mprofile」に自動保存。
または、
明示的に保存
　　「ウィンドウ／プロファイル／名前を付けて保存」コマンド

プロファイル（パーソナル）

MicroGDS終了時（自動保存）
パーソナルの「現在の設定.mprofile」に自動保存。

セッション中に、マウスでウィンドウサイズを変更。

プロファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*5 *6

カスタムコマンド

メニューバー

表示ボタン

ショートカットキー

ステータスバー

右ボタンメニュー

画
面
・
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ー
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ド
・
マ
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初期値保存先

MicroGDSウィンドウの大きさ、
位置

ツールバーの設定
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「表示/座標軸・保存」コマンド実行後,ファイル保存

旧バージョンのファイルを開き、ファイル保存した時

「表示/座標軸・保存」コマンド実行後,ファイル保存

設定方
法など

保存先

保存タ
イミング

設定方
法など

保存先 - 設定ファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*8

保存タ
イミング

-

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

設定方
法など

-

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「全般」
　　「オブジェクトを変更した場合、設定座標の原点も変更」

保存先 - 設定ファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*8

保存タ
イミング

-

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

設定方
法など

-

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「全般」
　　「オブジェクトを変更した場合、設定座標の角度も変更」

保存先 - 設定ファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*8

保存タ
イミング

-

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

設定方
法など

-

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「全般」
　　「オブジェクトを変更した場合、設定座標の原点も変更」

設定ファイル*3 *4

ウィンドウ定義を開いたときのス
テータスバーの縮尺・単位・小
数位・角度

ウィンドウ定義

ウィンドウ定義

「表示/座標軸・保存」コマンド実行後、ファイル保存。

「設定／座標系／…」コマンド
　座標軸の位置と角度を設定

オブジェクトを選択したとき、設
定座標軸の原点位置をオブジェ
クトのフック点に移動する

設定ファイル（保存先は選択したレベルにより異なる）*7 *8

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　　「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「ドキュメントの初期化」
　　「座標軸の縮尺（新規ウィンドウ定義の初期値）」
　　「単位の設定」

- 新規MAN作成時:
blank.mtfに保存された値を使用。

- 新規ウィンドウ定義作成時:
- 旧バージョンのファイルを初めて開いた時:
「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「ドキュメントの初期化」
　　「座標軸の縮尺（新規ウィンドウ定義の初期値）」、「単位の設定」、「設定単位の小数点以下の桁数」、「角度単位の初
期値」の値を使用。

- 明示的:
「表示/座標軸・保存」コマンド

MicroGDSのみを起動したとき
のステータスバーの縮尺、単位

初期値保存先

ウィンドウ定義を開いたときの
設定座標軸の原点位置

オブジェクトを選択したとき、設
定座標軸の回転角度、およびス
テータスバーの角度リストの値
を、オブジェクトのフック点の回
転角度に合わせる

オブジェクトを選択したとき、ス
テータスバーの縮尺リストの値
を、オブジェクトが持つ縮尺を表
示する

座
標
軸

2 / 4 ページ



各種設定項目の保存場所

保存先

保存タ
イミング

設定方
法など

保存先

保存タ
イミング

設定方
法など

保存先

保存タ
イミング

設定方
法など

保存先

保存タ
イミング

設定方
法など

保存先

保存タ
イミング

設定方
法など

保存先

保存タ
イミング

設定方
法など

保存先

保存タ
イミング

設定方
法など

設定ファイル*3 *4

設定ファイル（パーソナル）*7 *8

「設定／グリッド」コマンドで設定した、XYの間隔の情報のみ。
　　「表示／座標軸・保存」コマンド実行後、ファイル保存。
　　　→ウィンドウ定義に保存。

----
グリッドの表示/非表示、スナップの設定
　　「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　　　「ドキュメントの初期化」→「グリッド」
　　　　「グリッドの表示」
　　　　　　「グリッドのスナップ」「表示」「罫線」「無効」

設定ファイル（パーソナル）*7 *8

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　　「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

設定ファイル（パーソナル）*7 *8

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　　「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「全般」
　　「「設定／調整点」の初期値」

設定ファイル（パーソナル）*7 *8

「設定／座標系／表示」コマンド
「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　　「座標軸の表示」

設定ファイル（パーソナル）*7 *8

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「ビュー」

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　　「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

「設定／名称」コマンドでの変更は、そのセッション内でのみ有効。

※次回起動時にも有効にする手順
「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「ドキュメントの初期化」
　　「寸法線オブジェクト名」
　　「ハッチングオブジェクト名」

ウィンドウ定義（グリッドのXYの間隔のみ保存）
および
設定ファイル（パーソナル）（表示/非表示、Gスナップの保存）*7 *8

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　　「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存
または、
MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド終了時
　　「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存

「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド
　「全般」
　　「「設定／ファセット」の初期値」

MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき

「ファイル／基本設定の変更」コマンドで設定した各種内容

設定ファイル（パーソナル）*7 *8

MicroGDS終了時
メッセージ「設定を変更」の「はい」ボタンをクリックしたとき
または、
「ファイル／基本設定ファイルの編集」コマンド終了時
　　「OK」ボタンをクリックしてコマンドが終了したときに自動保存

ビューの調整
「表示／ビュー編集／ビュー調
整／パラメータ」コマンド

各
種
設
定

曲線・曲面ファセットの初期値
「設定／ファセット」コマンド

初期設定保存先

設定座標軸の表示/非表示
「設定／座標系／表示」コマンド

オブジェクト名自動設定
「設定／名称」コマンド

文字調整点の初期値
「設定／調整点」コマンド

グリッドの設定
「設定／グリッド」コマンド

「ファイル／基本設定の変更」コ
マンドの内容
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*1 V11.2 画面まわりの初期設定値の保存場所
XP C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.0\現在の設定.mprofile
Vista～ C:\ProgramData\Informatix\MicroGDS\11.0\現在の設定.mprofile

*2 V11.3 画面まわりの初期設定値の保存場所
<MicroGDS 11.3インストールフォルダ>\Programs\informatix.mcommand

*3 V11.2 設定ファイルの初期設定値の保存場所
<MicroGDS 11.2インストールフォルダ>\Programs\settings.xml

*4 V11.3 設定ファイルの初期設定値の保存場所
<MicroGDS 11.3インストールフォルダ>\Programs\settings.xml

*5 V11.2 プロファイルの保存場所(プロファイル名は、保存時に任意名称に変更可能)
パーソナル(XP)： C:\Documents and Settings\ユーザ名\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.0\現在の設定.mprofile
パーソナル(Vista～)： C:\Users\ユーザ名\AppData\Roaming\Informatix\MicroGDS\11.0\現在の設定.mprofile
ドメイン(XP)： C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.0\任意名称.mprofile
ドメイン(Vista～)： C:\ProgramData\Informatix\MicroGDS\11.0\任意名称.mprofile

*6 V11.3 プロファイルの保存場所(プロファイル名は、保存時に任意名称に変更可能)
パーソナル(XP)： C:\Documents and Settings\ユーザ名\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.3\現在の設定.mprofile
パーソナル(Vista～)： C:\Users\ユーザ名\AppData\Roaming\Informatix\MicroGDS\11.3\現在の設定.mprofile
ドメイン(XP)： C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.3\任意名称.mprofile
ドメイン(Vista～)： C:\ProgramData\Informatix\MicroGDS\11.3\任意名称.mprofile

*7 V11.2 設定ファイルの保存場所（設定ファイルの名称は変更不可）
パーソナル(XP)： C:\Documents and Settings\ユーザ名\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.0\settings.xml
パーソナル(Vista～)： C:\Users\ユーザ名\AppData\Roaming\Informatix\MicroGDS\11.0\settings.xml
ドメイン(XP)： C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.0\settings.xml
ドメイン(Vista～)： C:\ProgramData\Informatix\MicroGDS\11.0\settings.xml

*8 V11.3 設定ファイルの保存場所（設定ファイルの名称は変更不可）
パーソナル(XP)： C:\Documents and Settings\ユーザ名\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.3\settings.xml
パーソナル(Vista～)： C:\Users\ユーザ名\AppData\Roaming\Informatix\MicroGDS\11.3\settings.xml
ドメイン(XP)： C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\Informatix\MicroGDS\11.3\settings.xml
ドメイン(Vista～)： C:\ProgramData\Informatix\MicroGDS\11.3\settings.xml

MicroGDSインストールフォルダ\Programs

エクスポート設定ファイル（*.export_拡張子名）
インポート設定ファイル（*.import_拡張子名）
パブリッシュ設定ファイル（*.publish_拡張子名）

各種エクスポートダイアログボックス
各種インポートダイアログボックス
各種パブリッシュダイアログボックス

上記ダイアログボックス内、「保存された設定」部分の「名前を付けて保存」ボタンをクリックし、ファイル保存

「ファイル／エクスポート」コマンド
「ファイル／一括エクスポート」コマンド
「ファイル／開く」コマンド
「ファイル／インポート」コマンド
「ファイル／パブリッシュ」コマンド
「ファイル／一括パブリッシュ」コマンド

既定値の各種設定ファイルは、MicroGDSインストールフォルダ内、「Programs」フォルダに存在。
「default.export_xxx」「default.import_xxx」「default.publish_xxx」

ファイル変換の設定

フ
ァ
イ
ル
変
換

初期設定保存先
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